
全国サーベイランスに基づくわが国のプリオン病の疫学像
（1999年～2019年）

解 説

1. 発病者数と死亡者数の年次推移を比較すると2005年頃から発病者
数と死亡者数の差が小さくなってきており，本サーベイランスの患者捕
捉率が十分に高いことを示している．プリオン病の死亡者数は年々増
加しており，発病者数も後を追って増加していくと予想される．

2. 年齢階級別罹患率は40歳代と50歳代では概ね横ばいなのに対し，
高齢者層（60歳以上）では上昇する傾向が認められた．
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